
やまがた鉄道沿線活性化プロジェクト 最上ワーキングチームの取組み

■ 取組みの視点 ※ 協議会で掲げる４つの方向性（右下）を踏まえつつ、最上ＷＴでは以下に着目

（１）中長期的には、地域づくり・まちづくりの視点で取り組んでいく
→ 鉄道（駅）を中心とした暮らしの利便性、町の賑わいづくり ‥ 駅舎、道路、二次交通

１ 基本的考え方

《重要な視点》
‥地域活性化と鉄道事業の双方の発展の実現

・ 輸送密度や線区ごとの運輸収支だけでなく、地域に
おける鉄道の役割をとらえる
・ 地域の活性化が、鉄道事業者へもたらす運輸収入
以外の便益をとらえる

２ 具体的な取組み（令和７年度の主なもの） ※ 予定の取組みを含む

人と物の往来拡大による
地域産業の活性化

観光・ﾜｰｹｰｼｮﾝ等による
交流人口の拡大

沿線住民の意識醸成・
利用拡大

駅を中心とした

まちづくりの推進

観 光 産 業

住 民ま ち

（３）その他

① 現状把握と機運醸成

〔現状把握〕
・切符販売人による観光客入込調査（真室川町）

② 駅の利便性向上

・観光案内、ﾌﾘｰWiFi設置、ﾚﾝﾀｻｲｸﾙの設置（各市町村）

・コワーキングスペースの整備・運営
（ゆめりあ未来創造共同企業体、(一社)最上イノベーションエクスキュート）

・市町村営バス、デマンド交通等の運行（各市町村）

・パーク・アンド・ライド駐車場整備（大崎市）

③ 地域主体の駅の維持管理
・地域住民・地元高校生による駅舎トイレ等清掃（真室川町）

・最上駅活用管理運営委託（最上町）

② たくさん乗ってもらう

・真室川駅利用促進事業（真室川町）
‥ ＪＲを利用する町内高校生等を対象に、真室川駅で定期券を購入した際に1,000円/月の

電子クーポンを贈呈

・通学定期券の支給事業（最上町）‥ 町内小学校に通学する児童に対して定期券を支給

② ニーズに応じた鉄道運行
・イベント列車の運行 等（ＪＲ東日本）

なぶり手仕事まつり

新幹線お見送り・お出迎え

（２）短期的には、利用拡大の視点で取り組んでいく

→ 人・モノの交流拡大 ‥ 観光、産業、物流
① 「長く」乗ってもらう（観光利用（余目～新庄間全線利用） 等）

② 「たくさん」乗ってもらう（通勤・通学、出張利用 等）

● ＷＴの目的 ‥ 最上地域の鉄道沿線（陸羽東西線、奥羽本線）の活性化や利用拡大策の検討

第９回最上小国川写真コンテスト 鉄道特別賞 「「つばさ」疾走」

Reframe laboratory（R6.2オープン）

ゆめりあ・新庄駅を結節点に
各地域・連携で取組み

〔機運醸成〕
・陸羽西線復旧記念イベント(仮)【新規】

・課外活動や放課後子ども教室での鉄道利用（最上町・鮭川村）

・陸羽東線乗車利用促進事業（大崎市）
‥ 市民の団体活動、幼児～高校生を対象とした社会見学等で陸羽東線を利用する際の

乗車料金を助成

（１）地域づくり・まちづくり

① 駅に人が集まる仕掛けづくり

・さなぶり手仕事まつり(真室川町)‥駅前周辺でのイベントで

中学生が総合的な学習で企画提案したブースを新たに出展

・ゆめりあ鉄道ギャラリー関連イベント
・産直の設置、森林ギャラリーの貸し出し（真室川町）

・駅コンサート、青空市の開催（最上町）

・ﾓﾝﾃﾃﾞｨｵ山形のゆめりあﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ
（最上総合支庁・ゆめりあ未来創造共同企業体 他）

・新庄・最上ジモト大学推進事業（最上総合支庁）
‥高校生や地域住民に周知し、ゆめりあでプログラムを開催

（２）利用拡大

① 長く乗ってもらう

・四ヶ村棚田ほたる火コンサート（大蔵村）

‥新庄駅から会場までの往復直行バスを運航し鉄道利用を促進

・甑山山開きイベント（真室川町）
‥ 記念登山等の一環として現地移動へＪＲを活用

・最上地域観光振興推進事業、観光特別列車の運行
（JR東日本,県、最上地域観光協議会）
‥ノベルティの配布、駅職員や市町村キャラクターによるお出迎え・お見送り 等

・陸羽東西線利用促進ｲﾍﾞﾝﾄ（陸羽東西線利用推進協議会）‥・食楽まつり 寒鱈まつり 等【拡充】

・最上・庄内観光連携推進事業（最上・庄内観光連携推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ会議）
‥最上庄内両地域の周遊促進を目的に、陸羽西線再開をテーマに事業を実施

ゆめりあ鉄道ギャラリー

広
域
連
携

※ ‥ 県域・圏域を跨って連携する取組み広域連携

モンテディオ山形 ゆめりあ
パブリックビューイング

おおさき食楽まつり
（大崎市）


